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２００６年度ＰＧ競技のルール改訂の骨子

1． これまで、大会が成立しにくいことを考慮し、大会またはタスクの得点が低くなっても大会またはタスクが成立しやすくなるようにルールを改訂する。

2． Ｊリーグの活性化を図り、かつ、開催される大会が極端に少ないＳＰＳを取り込む目的でＪリーグでのシリアルクラスを正式にランキング付けする。同時にＳＰＳルールを廃止する。

3． 最終スタート時刻（スピードランタスクにおいて、それ以降にタスクをスタートした選手はその時刻にスタートしたと見なす）を導入し、より早めにスタートしてタスクの進行を早め、かつタスクの成立確立を上げることを目指す。

4． これまではゴールクローズ時刻を採用してきたが、これだとゴールしない限り距離得点を稼ぐ目的でランディングクローズ時刻までフライトをし続け、ランディング報告が決められた時刻までに出来難いと言う安全上の弊害があった。これをタスククローズ時刻とすることで、それ以上フライトを続けてもメリットがなくなるため、ランディング報告が時間内に行われ易くなる。
5． 今年度もＧＡＰに移行せず、従来のスコアリングを採用する。ただし、各Ｊリーグ大会でＧＡＰによるスコアリングも併記し、選手のＧＡＰに対する理解を深めてもらい、今後の方針決定の参考とする。

6． ＦＡＩカテゴリー２でない国内のＪリーグのみに参戦するパイロットを考慮して、Ｊリーグ参加登録資格のＦＡＩスポーティングコード必須の項目をはずし、望ましいとする。

7． 無線に関しての項目を問題とならない表現に変更または削除した。

